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「杜子春伝j は唐代小説で、李復言の著による神仙小説である。なお、 「社子春J は大正














































































































仙化するに至りました。 J とされ、 「此の編は七情愛の執着の最も深さを説き、煩悩を去




















































































































「芥川の光と影j 『芥川龍之介作品の迷路』 (1993年） 酒井英行
「『杜子春』は何処から来たかー中国文学との比較による新しい読みj
『国文学・解釈と教材の研究』 (1996年） 伊東貴之
「杜子春一母を呼ぶ声」 『芥川龍之介叙情の美学』 (1982年） 平岡敏夫
「芥川龍之介の『歴史小説』一実生活との関連においてJ
『芥川龍之介 日本文学研究資料叢書』 (1976年） 石透割
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